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1) 品種：実験にはフィールド教育研究センター内の小区画水田圃場で栽培されていた 4 種
類用い、茎葉タイプとして「たちあやか」、「中国飼 224 号」、「中国飼 225 号」 









1) 供試動物：実験にはフィールド教育センターで飼養されている、約 12 ヵ月齢のジャー
ジー種去勢牛３頭と日本短角種去勢牛１頭を用いた。 
2) 嗜好性試験：1 頭の牛に対して 1 度に 2 品種の試料を提示する一対比較法により行っ
た。つまり 4 品種の総当たりとなる組み合わせ 6 パターンの試技を実施した。保管
していたロールベールを開封し試験に用いた（写真 3）。1 品種あたりの提示量は
500g、提示時間は 10 分間とし、その後残飼料を測定することにより採食量を求め











写真 1. 飼料用稲の収穫             写真 2. ラッピングにより密封している様子 
 
      





ているものと考えられた。簡易サイレージの発酵品質を表 1 に示した。中国飼 224 号および
225 号で乳酸含量が高く 0.73%と 0.85%であった。また酢酸含量も他の 2 品種に比べるとわず
かに高い値であった。プロピオン酸と酪酸はいずれの品種も非常に低い値であった。pH は中
国飼 224 号および 225 号で 4.2 と低くなり、夢あおばが 4.6 ともっと高い値であった。 
 











図 1. 飼料用稲専用 4 品種の選択率（％）の比較 
 
表 2. 提示品種の組み合わせと採食量（g） 
 
 提示 10 分間の採食量は、選択率の高い方が大きい値となった（表 2）。4 頭の平均値で示
したが、選択率と同様にバラツキが大きくなったものの、提示量の 500g のほとんどを採食し
原物中% 乳酸 酢酸 プロピオン酸 酪酸 pH
たちあやか 0.69 0.35 0.05 0.01 4.4
中国飼224号 0.73 0.40 0.07 0.03 4.2
中国飼225号 0.85 0.40 0.00 0.01 4.2
夢あおば 0.63 0.25 0.01 0.01 4.6
たちあやか 418±111 たちあやか 246±182 中国飼225号 139±203
中国飼224号 182±173 夢あおば 459±65 夢あおば 217±132
たちあやか 288±215 中国飼224号 225±234 中国飼224号 150±211
中国飼225号 372±172 中国飼225号 286±233 夢あおば 309±208
値は平均値±標準偏差, 赤色太字の方が大きい値
た「たちあやか」と「中国飼 224 号」、「たちあやか」と「夢あおば」の組み合わせでは、
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研究センター畜産班のスタッフの皆様、また発酵品質の化学分析で大変お世話になりました
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